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１．民営化の目的・現況と経営上の取組み

１）民営化の目的
２）民営化の現況
３）経営上の取組み
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１）民営化の目的 （平成１５年１２月２２日　政府・与党申し合わせ）

（３）民間のノウハウ発揮により、多様で弾力的な料金設定、サービスエリアを始めとする
　　道路資産や関連情報を活用した多様なサービスを提供

（１）道路関係四公団合計で約40兆円（※）に上る有利子債務を確実に返済

（２）有料道路として整備すべき区間について、民間の経営上の判断を取り入れつつ、
　　必要な道路を早期に、かつできるだけ少ない国民負担の下で建設

　 ⇒　民営化後の３年半でＮＥＸＣＯ３社合計約５兆円の賃借料を機構に支払い
　　　　さらに約７２６億円の法人税等を納付、約８５７億円の利益剰余金を積立
　　　　（うちNEXCO西日本分は賃借料1.7兆円、法人税等229億円、利益剰余金287億円）

⇒　ＮＥＸＣＯ３社合計で北関東道、圏央道、新名神道、東九州道等２７区間約３００kmを早期にコス
ト縮減のもと建設（うち西日本エリアでは5区間53ｋｍを予定より早期に開通）

　 ⇒　各種ETC時間帯割引、企画割引等を実施
　　　　　国の政策に基づいた料金割引（休日上限１０００円料金等）の実施
　　　　　平成２０年度の平均割引率は約２６％（※）

　 ⇒　ＳＡＰＡのサービス向上（商業施設の新設、トイレ美化等）　　　　
　　　　道路建設・管理の受託事業、海外事業、旅行事業、不動産賃貸事業等の実施

（※：ＮＥＸＣＯ３社平均　社会実験含む）

（※民営化時　ＮＥＸＣＯ３社計で約２９兆円）

（Ｐ28）

（Ｐ21）

（Ｐ17）

（Ｐ18）



4

２） 民営化の現況 ①

資産の帰属

債務の引受

貸付け

賃借料の支払い

料金

　民営化のスキーム

　高速道路会社
（効率的な事業実施）

　機　　構
（４５年以内での確実な債務返済）協　定

建設

管理

サービスエリア等

実質的な道路管理者
として総合的に

マネジメント

　道路建設に係る
資金の借入

お客さま

高速道路の保有

債務返済
（承継債務及び新規引受債務）

高速道路事業

○ ＮＥＸＣＯはお客さまからいただいた料金で高速道路の管理、機構への賃借料の支払いを実施。また、借入
れた資金で新たな高速道路を建設し、資産・債務を機構に引き渡し。

○ 機構は高速道路の資産・債務を保有し、高速道路会社からの賃借料で債務を返済。
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２） 民営化の現況 ②
　地域分割に基づき地域に密着した事業、サービスを提供

289228 km3,306 KmＮＥＸＣＯ西日本

1,017 km

420 km

370 km

建設延長

775

183

303

SAPA数

8,556 Km

1,759 Km

3,490 km

管理延長

合計

ＮＥＸＣＯ中日本

ＮＥＸＣＯ東日本

東日本会社

中日本会社

西日本会社

高速道路の管理事業
安全・安心を確保しつつ、効率的な維持管理、補修を実施

　３つの事業（高速道路の管理・建設・サービスエリア）を一体的、効率的に実施

民間ノウハウを活用、一体的・効率的に実施

高速道路の建設事業
定められた建設区間を、コストを削減しつつ早期に開通

サービスエリア事業等
お客さま満足の向上、相乗効果を発揮し新たな事業展開

NEXCO各社は地域に密着した事業を競争性のもと実施し、地域社会・地域経済の発展に寄与

NEXCO各社は民間ノウハウの活用により、高速道路の管理・建設・サービスエリア事業等を一体的、効率的に
実施し、お客さまサービス向上に寄与

災害時の連携

災害時の連携
道路と商業施設の一体的な計画

効率的に管理できる道路の建設

一元的なお客さまサービスを提供

（H21.7末 現在）

（２府２２県）

（１都１１県）

（１都１道１５県）

※ 重複あり
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NEXCO各社は、道路維持管理等の基盤業務やサービスエリアの運営業務などをグループ化し、一体経営・連結
会計を確立して、経営の効率性・透明性を向上。

58444,6858,067ＮＥＸＣＯ西日本グループ

21415514,05024,714合計

80514,3907,917ＮＥＸＣＯ中日本グループ

76604,9758,730ＮＥＸＣＯ東日本グループ

当期純利益法人税等賃借料営業収益

単位：億円

　グループ経営、連結会計で経営の効率性・透明性を向上

【平成２０年度連結決算状況】

２） 民営化の現況 ③

● 民営化に際し、従前の管理コストを３割
　削減し、機構との協定を締結。
● 民営化後も、積極的な新技術の採用、
　専門子会社との協働体制による効率化
　などの更なるコストの削減に努めている。

グループ経営・連結会計

交通管理
専門子会社

ＮＥＸＣＯ本体

維持修繕
専門子会社

保全点検
専門子会社

料金収受
専門子会社

ＳＡ事業専門子会社
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有価証券報告書
（金融商品取引法第24条第1項に基づく報告書）

事業年度　　自　平成20年度４月１日
（第４期）　　至　平成21年3月31日

西日本高速道路株式会社

大阪府大阪市北区堂島一丁目6番20号

（E04374）

２）経営上の取組み　

　民間会社として相応しい経営手法の導入

民間会社として相応しい経営のための体制・仕組みを導入し、規律あるガバナンスの下、効率的で適正な運営
を行っている。

○　コーポレートガバナンス体制の確立

○　CS推進体制の整備

○　企業会計の導入

○　新・人事制度の構築

ポレ ト ガ ナンス体制図

選任・解任

株 主 総 会

選任・解任

経 営 会 議

各部門／グループ会社

付 議
・
報 告

決 定

付 託

意見・提言・報告など

会
計
監
査
人

監
査
役
会

監 査

内部監査
監
査
部

コンプライアンス委員会

経営リスク管理委員会

取 締 役 会

経営理念
経営戦略

人材育成
■自己啓発支援
■キャリア研修

人材活用
■専門職制度
■社内人材公募制度
■地域限定職制度

　　処遇
■新昇給･昇格制度
■役職定年制度

　人事評価
■業績評価(目標管理)
■能力行動評価

会  社  名 　 上場取引所  非上場

Ｕ   Ｒ 　Ｌ 　http://www.w-nexco.co.jp/

代　 表　 者 代表取締役会長　　　　石　　田　　　孝

（百万円未満切捨て）
１．平成21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日）
(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 純利益

百万円　　　　％　 百万円　　　　％ 百万円　　　　％ 百万円　　　　％

 806,771  △12.3 △19.2 △11.3 △24.2 

 920,314  　16.8 △49.0  △40.3 △36.2 

円 銭 円 銭 % % %

(参考)持分法投資損益 21年3月期 148百万円 20年3月期  71百万円

(2) 連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

(参考)自己資本　            21年3月期　138,541百万円　  　　20年3月期　132,679百万円

(3) 連結キャッシュ･フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

２．平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自 己 資 本
当期純利益率

総　資　産
経常利益率

売 上 高
営業利益率

1,458.34

1,396.63

141,510

4,100

経 常 利 益営 業 利 益

7,828

9,689

137,153

698,001

626,717

61.12

80.58

2,300

当期純利益

10,305

11,623

92,785

21,561

　　　　　

24.213,900

営 業 収 益

903,500

67,241

81,795

△19,907

△15,929△ 9,448

21 年 3 月 期

20 年 3 月 期

21 年 3 月 期

20 年 3 月 期

  営業活動による
  キャッシュ・フロー

△87,431

通期

 投資活動による
 キャッシュ・フロー

 財務活動による
 キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期  末  残  高

１株当たり純資産自己資本比率純　資　産

19.8

21.2

21 年 3 月 期

20 年 3 月 期

総　資　産

平成 21年 3月期 決算情報

1.0

1.1

1.6

1.8

4.3

5.9

　－

　－

平成21年6月9日

21 年 3 月 期

20 年 3 月 期

西日本高速道路株式会社

5,806

7,655
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　経営における具体的な取り組み（中期経営計画の策定）

【経営方針】
Ⅰ　企業の社会的責任（CSR）の遂行を、当グループの全ての活動における共
通の目標とし、ステークホルダーの期待に応えます

（１）社会的インフラとしての使命の達成と道路に関する新たな事業への展開
ⅰ）高速道路ネットワーク整備の早期かつ着実な推進

ⅱ）100％の安全・安心の提供を追求、環境の創造と地域との共生、次世代へ健全な道
路を引き継ぎ

ⅲ）総合的な技術力とノウハウを活かした道路に関する新たな事業への展開により、地
域の発展と暮らしや利便性の向上に貢献

（２）お客様満足の着実なステップアップ

○高速道路の効率的な利用推進、わかりやすい料金への取組み

○ＳＡ・ＰＡを『お客様満足施設』へ変革

（３）ステークホルダーへの還元（収益配分）

○インセンティブと関連事業収益から安全・安心・サービス向上への還元

○ＣＳＲの取組み推進のため、ＣＳＲ推進室を設置

（４）環境への取組み

（５）社会貢献事業の取組み

○維持管理業務に従来従事していた会社と協同する社会貢献活動

○ＳＡ・ＰＡのテナントと協同する幅広い社会貢献活動

Ⅱ　グループの経営基盤及び執行体制を強化するとともに、これを支えるヒトを
創造するため人事制度を改革します

（１）自由と公正な活動のもと、健全かつ信頼される経営体制の確立等により、経営基
盤の強化を図ります。

（２） 経営資源の適切な配分を行います。また、常に機動的かつ効率的な執行体制を
めざし、管理事務所・工事事務所等の再編を推進します。

（３）公平かつ“やれば報われる”人事制度の確立により、社員のモチベーション向上と
人材育成を図ります。

平成22年度までを経営基盤を確立する期間
と位置づけ、中期経営計画を策定。グループ理
念、経営ビジョン、行動憲章とともに経営方針を
確立。
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２．事業運営の具体的な取組みと成果

１）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供
２）高速ネットワークの効率的・早期の整備
３）環境を重視した事業運営
４）新たな事業分野へのチャレンジ
５）着実な賃借料の支払い
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1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供①

　安全・安心・快適な高速道路を維持するため24時間365日迅速かつ適切に業務を実施

維持修繕業務

◆清掃、補修、事故復旧等を行い、道路を安全で良好な状態に保つ

スイーパーによる路面清掃 ポットホールの緊急措置

交通管理業務

道路管制センター交通管理隊

◆事故処理支援、落下物除去、情報提供等により、円滑な交通を確保する

料金収受業務

車両監視盤の操作有人レーンでの両手収受

◆料金所を安全に気持ちよく通っていただき、通行料金を正確に収受する

保全点検業務

橋梁たたき点検

◆路面、橋梁、交通安全施設等を点検し、道路の異常を早期に発見する

情報板の点検

安全・安心・快適な高速道路空間を提供するため
実質的な道路管理者として高速道路を維持管理
する全ての業務を総合的にマネジメント
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　緊急時にもNEXCO西日本・パートナー会社（専門子会社）一体で機動的な危機管理対応を実施

1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供②

⇒地震や異常気象・豪雪など、すべての防災事象に迅速に対応できるよう、十分な事前対策を準備

⇒現場事務所を再編・統合し、人的資源の有効活用を図るとともに、パートナー会社とのシナジー効果を最大限に発揮し、
※３Ｓ管理を基本とした効果的な体制を構築

　　※３Ｓ＝speed（迅速に）、simple（指揮系統を単純に）、self-confidence（自信を持って自主的に）

【災害時における迅速な対応】

　平成２１年７月「中国・九州北

部豪雨」においても、ＮＥＸＣＯ西

日本グループが一体となり、早

期復旧に努めました。

中国道　山口ＩＣの被災状況 被災後4日で応急復旧を完了

×

防府市

山口市

防府ＩＣ～山口ＩＣの無料通行措置で、防府市⇔
山口市間の所要時間を短縮
（国道２・９号経由：約８５分⇒高速利用：約３５分）

【危機管理対応力の強化】

　現場事務所を再編し統合する

ことにより、災害発生時等にお

いて、スケールメリットを活かし

た、より機動的な危機管理対応

を図っています。

８７km

山口事務所

山口高速

１４９km

徳山事務所

徳山管理
ｎｎｎｎ

ｐｐｐｐ

山口高速

山口事務所 徳山事務所

２３６km

山口保全センター

ＮＮ

ＰＰ

現場事務所再編後（山口(高））現場事務所再編前（山口(高）、徳山（管））

ＮＥＸＣＯとパートナー会社（メンテ保全センタ

ー）の連携を強化、使命を共有し、信頼関係

により事業を実施

パートナー会社の自主的な対応により、迅速

性等が向上

大・中規模災害時においても、保有する人材

・資機材を活用することにより、早期復旧に向

けた体制構築を実現

NEXCO

パートナー会社

管理延長
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■ 降雨時の安全走行のため、水はねの少ない高機能舗装に改良（高機能舗装化率：平成20年度末67％）。

■ 高齢者ドライバーの増加に伴い、標識文字の大型化を推進。

■ 逆走防止プロジェクトとして、日産自動車との共同研究によるカーナビ警告装置等を開発中。

（死傷事故率は、平成18年度10.7から平成19年度9.4、平成20年度9.0（件/億台km）と確実に減少）

1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供③
　お客さまの「安全・安心」を確保するための投資を積極的に推進

高機能舗装 文字サイズ2割拡大、超高輝度反射シート採用 ≪逆走する車両を検知≫ ≪カーナビ上で警告≫

「逆走」表示

  

補 強 鉄 筋  

巻 立 て コ ン ク リ ー ト  

補強工法の例

２．信頼性の向上（耐震補強工事）

橋梁の耐震補強工事

■ 地震に強い道路を目指し、橋梁の補強を実施中。

１．交通安全対策の推進

（事業費）
民営化後３年間で約112億円を投資
平成２０年度末で約90％の補強を完了



13

NEXCO西日本　橋梁経過年数

0
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S38 S41 S44 S47 S50 S53 S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17 H20 年度

橋梁延長（ｋｍ）

0

5

10

15

20
平均経過年数

経年10年未満

経年10年以上20年未満

経年20年以上30年未満

経年30年以上

平均経過年数

H２０年度の平均経年数：１９年

老朽化の進行

■ 進行する橋梁の老朽化に対し、コンクリートはく落防止の緊急的な対策とともに、ライフサイクルコスト（LCC）最小化の観点から
抜本的な高耐久化対策を推進。

1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供④

はく落防止対策の施工例

《PC床板取替》

３．老朽化対策

高耐久抜本対策の施工例

⇒　緊急的にコンクリートはく落対策が必要な箇所は平成21年度で概成　（平成21年度計画23億円、累計対策面積：約45万㎡（全体の39％））

重交通路線・老巧化路線の床版損傷

《床版上面損傷》《床版下面損傷》 《はく落防止ネット》

0 10 20 30 40 50 60 70

0 10 20 30 40 50 60 70

構造物の劣化と対策費用イメージ

大
↑
健
全
性
↓
小

累
計
対
策
費
用

　　　　ＬＣＣ方針
　　　　　従来方針

経過年数

従来の補修に比べ
短期的な投資費用
は増加するが、長期
的な補修対策費（累
計）は減少
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1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供⑤
　「維持管理コストの削減」と「サービスレベルの確保」　

赤外線カメラを用いた点検

○維持管理業務実施体制の再構築、技術開発による効率化、工事発注方法見直し等により、３割の維持管理コストを削減（平成１４年度比）。

○高速道路の安全性や利便性をアウトカム指標として明示し、その達成によりサービスレベルを確保。

適切な管理レベルの設定、トー

タルコスト最小化マネジメント手

法、新技術の開発などにより、

効率化・高度化を推進

300

400

500

600

700

800

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（年度）

（
億
円
）

1

2

3

4

5

（
ポ
イ
ン
ト
）

維持修繕費（億円）

アウトカム
CS（ﾎﾟｲﾝﾄ）

アウトカム
舗装保全率（％）

※ CSは顧客満足度　（５段階評価）

【技術開発による効率化】【維持管理コストとアウトカム指標の推移】

【維持管理業務実施体制の再構築】

　実施企業の変更を前提　　
　とした業務実施体制

　コストの不透明性

・資本関係なし・資本関係なし
・競争入札で発注・競争入札で発注
・非連結・非連結

・資本提携・資本提携
・パートナー契約・パートナー契約
・連結決算・連結決算
・人事交流・人事交流

維持管理業務

実施会社
（ファミリー企業等

　３３社）

旧Ｊ Ｈ
（日本道路公団）

刷新刷新

ＮＥＸＣＯ西日本

パートナー会社
（１９社）

グループ会社*
（１９社）

間接部門合理化

連結決算によるコストの透明化

協働体制による業務の効率化・高度化

NEXCO西日本⇔ﾊﾟｰﾄﾅｰ会社の人事交流（116人）

○参考【高速道路関連社会貢献協議会】

旧JHの維持管理業務実施会社（ファミリー企業）は「高速道路関連

社会貢献協議会」を設立、約200億円の資金を拠出して高速道路

利用者に還元を進めている。

〔主な内容〕

・AED（心臓まひ等の救命装置）配置

・非常用救援物資備蓄

・オストメイト（人工肛門等保有者）対応トイレの整備

　　※いずれもSAPAに設置

*　うち維持管理業務の
　 パートナー会社は16社
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1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供⑥

　地域の特性に応じた技術開発

【のり面予防保全技術の開発】　

西日本特有の台風、集中豪雨、近年ではゲリラ豪雨等による災害について、被害を未然に防止するために、体
制の構築や交通規制など必要な処置を迅速に行うことができるよう、動態監視データやジャストポイントでの雨
量予測、蓄積された地質データから災害発生の予測を行うための技術開発を推進

観　　測観　　測 データ解析・予測データ解析・予測 通行規制通行規制

リアルタイム危険度マップＰＣ表示　(イメージ図)

CCTＶカメラ

ＧＰＳ

伸縮計

センサ杭

地下水位計

管制センター

CCTVカメラ
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平成20年度にいただいたご意見・ご要望
3,520件

SA・PA
（1,114件）

ＥＴＣに
関すること
(608件）

通行料金
その他

（306件)

収受業務
（242件)

標識
（139件)

交通マナー・
落下物に係る
補償等
 （114件)

交通情報提
供（100件） その他

（790件)

工事規制
（107件)

平成20年度にいただいたお問合せ
634,066件

ＥＴＣ割引など
（230,786件）

その他
（120,033件）

交通情報
（84,769件）

道路案内
（32,449件）

意見要望
3,520件附帯施設

（7,666件）

建設状況
（782件）

料金案内
（115,328件）

割引制度
（38,733件）

1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供⑦

お客さまからの電話によるお問い合わせ、ご意見・ご要望に24時間365日フリーコール（通話料無料）で対応する「お客さま
センター」を開設。お客さまのニーズを的確に把握し、社長を本部長とするCS推進本部で検討、的確に事業へ反映。

お客さまの声を真摯に受け止め、的確に事業へ反映

お客さまセンター

CS推進本部会議

【改善例 】

○トイレのリニューアル・・・P18
○携帯電話での交通情報・・・P18
○ドッグラン、シャワーステーション・・・P19
○ETC安全走行・・・カード未挿入お知らせ
アンテナ設置等

ETCカード未挿入お知らせアンテナ

　この下を通ると、ETCカードが挿入されていない時
はETC車載器から音が出る場合があります。
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大手旅行代理店（JTB)とのタイアップによる新たなドライブ旅行商品を実現。

・四国周遊往復割引（本四と提携）　Ｈ20.4～6　

・四国内周遊割引（西日本初の飛行機・宿泊パック販売）　Ｈ20.10～12

・ぶらり中国道・山陰路フリーパス　Ｈ20.9～12

・大分お得！ＥＴＣ周遊フリーパス　Ｈ20.9～12

地元で収穫した取れたて野菜を
ＳＡＰＡで販売。 （6箇所）

一般道路側に通路を設置し、近隣地域
にエリア商業施設を開放。地方部にお
いてはエリア店舗が地域の住民生活を
サポート。　　（50箇所）

（山陽自動車道 小谷ＳＡ上り） （名神高速道路 桂川ＰＡ下り）

1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供⑧

【周遊型料金割引】

　地域と連携したサービス

【ウェルカムゲート】

【やさい村】

【災害対応型自販機】

無人ＰＡに災害対応型自動販売機を設置。
災害時、無線操作等で販売機内の飲料を
無料で提供。また、電光掲示板に災害状
況を配信。　（89箇所)

（高知自動車道 土佐ＰＡ上り）
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1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供⑨

【ITを活用した情報提供サービス】

高速道路の交通情報をインターネットを活用し、携帯電話・ＰＣ
へ２４時間リアルタイムに提供。

道路映像提供ｲﾒｰｼﾞ

多様なサービスの提供

さらに、西日本エリアでは『通行止解除の目安』として通行止
作業状況を提供。視覚的に渋滞状況等を確認できる映像も
配信。

H21.8.16現在、累計利用者数 195万人
（最大5.6万人/日）

【快適なトイレ空間・ユニバーサルデザインへの取組み】

4C＋1E 『Clear（明るさ）・Clean（清潔）・Comfortable（快適）・
Charming（魅力的）＋Ecology（環境への負荷軽減）』のコン
セプトのもと、デパートのトイレに見習ったリニューアルを実施
（33箇所（平成２１年８月２０日現在）) 。

快適なﾄｲﾚ空間
（山陽自動車道 佐波川SA下り）

暖房・洗浄便座とオストメイト対応トイレ
（山陽自動車道 龍野西SA下り）
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1）「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供⑩
多様なサービスの提供

ハイウェイコンビニ

（名神高速道路 黒丸ＰＡ上り）

（九州自動車道 別府湾SA）

【多様なニーズへの対応】

お客さまの不便の解消のため、24時間営業で利便性の高いコ
ンビニエンスストア（33箇所（うちメディカルコーナー等併設３０箇所） ）
やカフェ（9箇所)等専門店を導入。

長距離ドライバーのためのシャワーステーション※（3箇所)や
ペットのためのドッグラン（24箇所)を設置。

ＳＡＰＡを最低限のサービス提供からお客さまが満足する
施設へ転換していくため、エリア店舗リニューアルを実施。
（21箇所）

ﾄﾞｯｸﾞﾗﾝ
（山陽自動車道 三木SA下り）

【改良前】 【改良後】

【エリア施設のリニューアル 】

※ 疲労回復と快適な運転のため、シャワー施設とともに
コインランドリー、無料マッサージチェアを備えた施設

シャワーステーション

（九州自動車道 吉志ＰＡ下り）
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1） 「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供⑪

【西日本高速道路エリア・パートナーズ倶楽部】

　ＳＡＰＡテナント（５５社）とともに、「西日本を元気にしよう」、「世界の困っ
ている人に手を差し伸べよう」のスローガンのもと、年間約１．８億円を拠
出し、社会貢献・地域活性化支援を実施。（平成２０年度）

［事例］
　○　産科婦人科学生・助産師支援
　○　車いす・福祉車両の寄贈、盲導犬の育成支援
　○　海外での医療活動等への支援 ※　　　など

（日本産婦人科医会への寄附）

撮影：内藤順司

【お客様感謝DAY】

　高速道路をご利用いただいているお客様への感謝として、毎月第一日
曜はレストラン・ショッピングコーナーの商品を２０％割引※にて提供。

（海外医療活動（ロシナンテス））

　※ネクスコグループが費用を負担し、お客さまに約11億円分還元（平成２０年度）。

○ 関連事業収益を活用し、お客さまや地域社会に貢献

【道路施設の改良】

　洗浄便座等サービス機能向上のための工事にサービスエリア事業
等関連事業収益を活用（累計約10億円；道路事業への還元）

暖房・洗浄便座

（山陽自動車道　龍野西SA下り）

パウダーコーナー

（中国自動車道　西宮名塩SA下り）

（お客様感謝DAY チラシ） （九州自動車道　古賀SA上り）

　※ アフリカのスーダン共和国でマラリア等の熱帯性感染症患者への巡回診療活動を
　　　しているNPO法人「ロシナンテス」への資金援助
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２） 高速ネットワークの効率的・早期の整備 ①

【整備効果：新名神】

【開通実績】

高速道路ネットワークの整備を民営化後の新規開通は約３年半で５区間を完了
　さらに当初予定より早期に開通を実現 （地域社会や地域経済等の活性化に寄与）

59

75

0

20

40

60

80

100

新名神
開通前

新名神
開通後

313

111

0

100

200

300

400

新名神
開通前

新名神
開通後

名神（竜王～栗東）

交
通
量
（
千
台
/
日
）

16千台/日
減少

渋
滞
回
数
（
回
）

1 山陰自動車道 宍道JCT～斐川IC 5 H18.11.25 1ヶ月

2 阪和自動車道 みなべIC～南紀田辺IC 6 H19.11.11 4.5ヶ月

3 第二京阪道路 阪神高速接続部～巨椋池IC 1 H20.1.19 0ヶ月

4 新名神高速道路 甲賀土山IC～大津（草津田上IC） 29 H20.2.23 13ヶ月

5 東九州自動車道 津久見IC～佐伯IC 13 H20.6.28 3ヶ月

53

延長
（km）

開通実績 短縮日数

計

道路名 区間

②

①

⑤
④

③

名神（竜王～栗東）のボトルネック箇所の渋滞が大幅に緩和

【早期開通割引の実施】

早期開通による収入増を活用し、
地元協力への感謝及び利用促進
のため早期開通割引を実施

〔内容〕開通区間について概ね50％割引
・阪和道 みなべ～南紀田辺（H20.3.31まで）
・新名神 亀山～草津田上（H20.6.30まで）
・東九州道 津久見～佐伯（H20.10.25まで）
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（従来） （改良後）

２） 高速ネットワークの効率的・早期の整備 ②
　 高速道路の建設費は、当初協定に対し17％の削減を達成

当初の建設費 実際の建設費

平成２０年度末までの開通済み路線 （５区間）

約２４００億円
約２０００億円

約17％削減

【例】 ： 　防護柵の材料調達にコストオン方式を採用し費用を削減
　　　　　　（新名神　甲賀土山～大津間）

【例】：大断面ＴＮの基本照明に高効率なメタルハライドランプを採用、片側のみ設置とし照明基数を削減。

6,985 千円78,486 千円85,472 千円材料調達価格

－－95.5％（舗装）落札率

89,500 千円

通常方式（舗装工事
に含む）の場合

－

削減額

－積算額

ｺｽﾄｵﾝ方式の場合
（今回実施）
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単位：億円

２） 高速ネットワークの効率的・早期の整備 ③
　 民営化に伴う資金の自主調達、格付け確保の努力（国債並み）

平成平成22２年度２年度
予定「０％」予定「０％」

民営化以降、着実かつ安定的に資金調達を実施
　　（社債の格付けも国債並み）

政府保証債は段階的に低減し、平成２２年度以降は「０」とする予定

【当社の社債概要】　　　　　　 （H21.7現在）

　《格付》　　R&I ： AAA、 Moody’s ： Aa2

　《金利》　 0.7%（長期プライムレート ： 1.9% (※) ）
　　
　　　　※：日銀発表「短期プライムレート（主要行）の推移」より
　　　　　　　ttp://www.boj.or.jp/type/stat/dlong/fin_stat/rate/prime.htm
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144ｋｗ
（5ヶ所）

490ｋｗ
（15ヶ所）

120ｋｗ
（3ヶ所）

45ｋｗ
（4ヶ所）

３）環境を重視した事業運営
　環境への取組みを持続的かつ効果的に推進

継続的に環境への対応を行うためのマネジメント
システムを構築。高速道路会社で初めて、国際
規格ＩＳＯ14001の認証を取得（本社組織） 。

低炭素社会（CO２削減）の実現に寄与する太陽光発電について、
民営化後平成21年度末までに２３箇所（754ｋＷ）設置予定。

吹田ＩＣ

（ ＩＳＯ認証マーク↑ ）

（ＩＳＯ登録証書） →

【ＩＳＯ14001の認証取得】

【太陽光発電の導入】

南紀田辺ＩＣ

NEXCO西日本の太陽光発電施設設置状況
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４）新たな事業分野へのチャレンジ ①
　当社の経験・技術力を活かした取組み

【自治体からの管理受託】

NEXCO西日本の特殊ノウハウにより道路設備の効率的な運用や質の高いメンテナンスを提供。

グループ内の経験、技術力を用いて、道路構造物の点検（応急措置、判定含む）を行う、補修計画を提案。

トンネル水噴霧設備点検業務
：名古屋高速道路公社（東山トンネル；H20.3）

ＥＴＣ保守業務
：京都府道路公社（京都縦貫自動車道；H20.8～H21.3）他

橋梁点検業務

- 広島市
- 勝央町
- 北九州市道路公社
- 福岡県　他
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４）新たな事業分野へのチャレンジ ②

　 海外事業への取組み

　 新たな事業分野へのチャレンジ

【旅行事業】

高速道路を利用し旅行されるお客様をターゲットとし、インターネット宿泊
予約サイト「みち旅」を開設し、宿泊予約の受付等を開始。（H21.3）

【不動産賃貸事業】
高速道路からそのままご利用いただける「ハイウェイホテル」（H20.4)、兵庫県西宮市内に「学生

専用マンション」（H21.4)の運営を開始。
ハイウェイホテル

（九州自動車　壇ノ浦ＰＡ隣接地）

【海外コンサルティング事業】

【米国での維持管理業務への外販事業】

日本の高速道路建設・維持管理経験を活かし、ベトナム等、東南アジアにおける海外コンサ
ルティング業務に参画。（H19.3～）

赤外線カメラ点検技術等 NEXCO西日本グループの最新技術を用いて、米国の維持管理技術
の業務参入を計画中。

インターネット宿泊予約サイト「みち旅」ロゴ

NEXCO技術力の海外への活用を図りながら、国際貢献を目指し、海外での事業展開に着手。

【アフリカでの社会貢献】
サブサハラ地域の継続的な発展のため、道路技術者の研修プロジェクトを計画中。

エチオピア共和国の道路状況

【アルジェリア高速道路への技術支援】

本邦企業が建設中のアルジェリア高速道路プロジェクトに社員を派遣、品質管理指導や現場
施工指導などの技術支援を実施中（H21.3～) 。

アルジェリア高速道路プロジェクト



27

4,685
（74.7%）

1,567
（25.0%）

16（0.3%）

6,268

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

億円

費用 収益

貸付料

約300億円
マイレージ費用
（割引）

約1,270億円
道路管理費

営業利益

6,268
（79%）

112
（1.4%）

629
（8%）

887
（11%）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

億円

平成20年度

道路資産完成高

受託事業収入

SA・PA事業収入等

料金収入等

機構引渡し
資産

（新直轄の
受託収入）

合計 7,896億円

５） 着実な賃借料の支払い ①
　 当社の収益と費用

【 全 体 収 益 （ 単 体 ） 】 【 高 速 道 路 管 理 事 業 の 費 用 構 成 】

○料金収入の約3/4を賃借料として機構に支払い
○残る約1/4で適正な道路管理を実施

○収益の8割が高速道路の料金収入
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５） 着実な賃借料の支払い ②

　着実な賃借料・納税等の支払いを実施

○民営化後の３年半でＮＥＸＣＯ３社合計で約５兆円の賃借料を機構に支払い。
○さらに７２６億円の法人税等を納付、株主（国）への配当原資となる利益剰余金を約８５７億円積立。
（民営化直前は旧JHへ年間3000億円の国費※を投入。※金利負担低減のための出資金）

保有・債務返済機構における債務残高
　（H21年度期首）

23.9

24.3

23.0

23.5

24.0

24.5
（兆円）

実績

0.4兆円

計画

0

（単位：億円）

NEXCO東日本 NEXCO中日本 NEXCO西日本 計

道路資産賃借料 17,798 15,782 16,687 50,267

法人税等 219 278 229 726

利益剰余金 207 363 287 857

民営化後3年半の経営状況

（単位：億円、数値は平成21年3月末までの累計）



救急医療への寄与①名神高速道路（草津田上～甲賀土山）開通効果

　甲賀地域から大津市（滋賀医科大学病院）までの搬送が 約20分短縮
　新名神高速道路の利用により、甲賀地域から大津市等への医療機関間の搬送時間が大幅に短縮され、地域の
救急医療体制の支援に貢献していることが確認されました。

新名神
利用ルート
約26分

約19分短縮

第3次医療施設
滋賀医科大学
医学部附属病院

一般道、名神
利用ルート
約45分

公立甲賀病院
済生会滋賀
県病院 ※
8%

その他
14%

大津赤十字
病院 ※
17%

滋賀医科大
学医学部附
属病院 ※
53%

成人病セン
ター ※
8% 新名神を利用した

搬送実績
合計３６回
（２月～５月）

１９回

６回

３回

３回

◆公立甲賀病院～第3次医療施設滋賀医科大学医学部
附属病院への搬送所要時間の比較

◆公立甲賀病院～第3次医療施設滋賀医科大学

医学部附属病院への搬送所要時間の比較

※所要時間は道路時刻表および規制速度に基づき算出。
※上図は、新名神を利用した搬送実績（甲賀広域行政組合消防
本部、2～5月）が最も多かった発着地を例にとり所要時間比較を
行なったもの。

・甲賀地域から救急重篤患者の滋賀医科大学医学部
附属病院への転院搬送においては、搬送時間がかなり
短くなっただけでなく、振動や加減速が少なくなったため
、患者への負担も小さくなっています。
（甲賀広域行政組合消防本部）

※第三次医療施設

５回



救急医療への寄与②　東九州自動車道（津久見～佐伯）開通効果

44分

75分

佐伯市役所

■高速道路利用

■一般道路利用（国道１０号）

佐伯IC

大分光吉IC

アルメイダ病院

（第三次医療施設）

　佐伯市内から大分市（アルメイダ病院：約50km）までの搬送が 約30分短縮
　東九州自動車道（津久見～佐伯）の開通、及び大分光吉ICのフル化により、大分県南地域から大分市内にある第３
次医療施設（アルメイダ病院）までの時間が、国道１０号利用と比較し、大幅に時間短縮（約３０分）され、地域の救急
医療体制の支援に貢献していることが確認されました。

東九州道

国道10号

約30分短縮

距離（km ）　 5.7    　　　　　　　　47.5

時間（分）　 　 10 　　　　　　 65

佐
伯
市
役
所

ア
ル
メ
イ
ダ
病
院

約50km

佐
伯
市
２
１
７
交
点

約75分

距離（km ）　 2.8 1.8 34.0       9.0         1.8      

時間（分）　 　 3 2　 29           7          2       

佐
伯
市
役
所

佐
伯
Ｉ
Ｃ

大
分
宮
河
内
Ｉ
Ｃ

大
分
光
吉
Ｉ
Ｃ

ア
ル
メ
イ
ダ
病
院

約50km
津
久
見
佐
伯
線
交
点

約44分

佐伯市消防署では、開通後1年間で100件の管外搬送
をおこなっており、その全てにおいて東九州道を利用。

佐伯市消防署ヒアリング

《佐伯市消防署　救急隊員の声》
以前はほどんど国道10号を利用した搬送でしたが、現在では全て
東九州道を利用した搬送になっています。一般道に比べカーブも
少なく舗装路面の状況も良いので、車両の揺れも少なくなり患者さ
んへの負担軽減に繋がっていると感じています。

津久見IC

大分大学医学部付属病院

大分中村病院

大分県立病院


